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都
心
か
ら
北
西
に
40
㎞
、
古

く
か
ら
青
梅
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
て
い
る
が
、
現
在
は

町
の
半
分
が
米
軍
横
田
基
地
と

し
て
国
の
管
理
下
に
あ
る
町
。

石
原
都
知
事
は
横
田
基
地
の
返

還
と
軍
民
共
用
を
構
想
と
し
て

い
る
が
、
地
元
で
は
航
空
自
衛

隊
と
の
共
用
使
用
で
は
概
ね
容

認
だ
が
、
軍
民
共
用
化
に
は
反

対
し
て
い
る
。
戦
後
基
地
の
町

と
し
て
米
軍
へ
の
「
思
い
や
り

予
算
」
国
の
政
策
が
充
実
さ
れ

て
い
る
た
め
、
周
辺
の
町
で
は

土
地
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
は
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
達
し
て
い

る
。
す
で
に
道
路
整
備
・
下
水

道
整
備
は
96
％
計
画
が
終
わ
っ

て
、
今
度
は
快
適
で
便
利
な
都

市
基
盤
づ
く
り
か
ら
、
生
活
環

境
づ
く
り
を
焦
点
に
防
衛
と
の

補
助
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。

　

今
は
基
地
周
辺
の
騒
音
緩
和

に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
工
場
群

は
、
宇
宙
開
発
に
関
係
す
る
石

川
島
播
磨
重
工
な
ど
関
連
産
業

が
立
ち
並
び
、
と
も
に
成
功
し

て
住
民
定
住
に
も
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

　

人
口
３
万
３
千
人
余
・
議
員

定
数
18
名
で
、
そ
の
半
数
が
議

員
を
専
業
と
し
政
務
に
集
中
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
年
間
予
算

は
１
２
６
億
円
と
榛
東
の
倍
位

だ
が
、
国
保
・
介
護
等
の
福
祉

関
係
の
予
算
は
か
な
り
多
い
。

高
齢
化
率
は
18
％
と
そ
れ
ほ
ど

と
も
思
え
な
い
が
、
住
民
の
定

住
率
や
医
療
施
設
の
充
実
に
も

関
係
が
あ
る
よ
う
だ
。
ち
な
み

に
町
の
面
積
は
榛
東
の
４
分
の

１
で
、
町
に
は
総
合
病
院
３
・

開
業
医
も
13
医
院
、
福
祉
施
設

４
箇
所
等
、
公
営

の
施
設
は
な
い
が

医
療
職
員
の
確
保

を
行
政
も
迫
ら
れ

て
い
る
。
町
の
保

健
セ
ン
タ
ー
を
視

察
さ
せ
て
頂
い
た

が
、
合
理
的
で
運

営
に
も
行
政
資
金

の
ゆ
と
り
が
み
ら

れ
る
。
注
目
し
た

の
は
国
保
の
加
入

者
に
限
り
土
曜
日

に
歯
科
・
妊
婦
等

を
医
師
の
健
診
で

行
い
好
評
の
よ
う

だ
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
利
用
で

も
一
般
貸
し
出
し
は
な
い
が
、

こ
ど
も
・
妊
産
婦
・
心
理
相
談

等
を
週
２
～
４
回
、
特
に
医
師

と
の
相
談
は
予
約
で
受
け
付
け

る
。
そ
の
他
に
母
子
や
身
体
的

弱
者
の
健
康
維
持
に
は
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ

チ
等
に
利
用
し
て
い
る
。
榛
東

と
そ
の
目
的
は
同
じ
で
も
利
用

方
法
に
違
い
が
有
っ
た
り
、
設

備
の
安
全
利
用
と
か
子
ど
も
た

ち
の
配
慮
は
参
考
に
し
た
い
。

　

会
議
の
最
後
に
新
庁
舎
問
題

を
新
聞
で
知
っ
た
と
発
言
が

あ
っ
て
、
実
は
瑞
穂
町
も
小
学

校
の
耐
震
補
修
工
事
を
１
億
２

千
万
円
で
、
井
上
工
業
が
27
％

の
出
来
高
で
同
じ
立
場
に
あ

る
。
だ
が
、
そ
の
後
の
措
置
に

つ
い
て
は
、
第
３
者
機
関
に
付

託
す
る
こ
と
が
賢
明
な
方
法
だ

ろ
う
と
の
話
だ
っ
た
。

　

井
上
工
業
の
破
産
で
こ
の
町

が
受
け
る
状
況
と
、
榛
東
村
民

が
受
け
る
シ
ョ
ッ
ク
に
は
大
き

な
差
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
ど
ち

ら
の
住
民
も
今
後
行
政
の
対
応

を
見
逃
す
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

　

次
に
群
馬
県
観
光
物
産
課
が

東
京
で
展
開
す
る
「
群
馬
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
。
場

所
は
、
銀
座
「
歌
舞
伎
座
」
前

の
ビ
ル
で
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん

家
」
で
は
県
の
魅
力
を
様
々
な

角
度
か
ら
紹
介
し
て
い
る
。
道

の
駅
・
ス
キ
ー
場
・
農
産
物

等
々
。
村
も
「
し
ん
と
う
ワ
イ

ン
」
が
展
示
さ
れ
て
い
た
が
今

後
と
も
観
光
Ｐ
Ｒ
や
企
業
誘

致
を
県
職
員

に
お
願
い
す

る
研
修
だ
っ

た
。

　

こ
の
あ
と

予
定
に
は
な

か
っ
た
が
、

「
小
渕
優
子

大
臣
」
を
表

敬
訪
問
す
る

こ
と
に
な
っ

た
。
国
会
議

事
堂
を
目
の

前
に
、
警
備

の

厳

し

い

「
内
閣
府
」

に
「
少
子
化

対
策
特
命
大

臣
」
を
尋
ね

20
分
間
の
会

見
が
叶
っ
た
。
冒
頭
に
本
人
い

わ
く
「
当
初
は
２
週
間
位
の
予

定
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
ん
な

に
長
く
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
本

音
を
語
っ
た
が
、
今
後
と
も
榛

東
村
を
含
む
選
挙
区
の
た
め
に

も
と
、
要
望
を
お
願
い
し
忙
し

い
政
務
の
中
を
駆
け
抜
け
る
よ

う
な
会
見
だ
っ
た
。（
解
散
が

気
に
な
る
よ
う
だ
っ
た
が
、
私

達
も
今
期
最
後
の
委
員
会
研
修

を
終
え
、
議
員
と
し
て
意
義
の

あ
る
答
え
が
必
要
だ
と
思
う
）

▲

瑞
穂
町
福
祉
施
設
を
視
察

内閣府特命大臣室に小渕大臣を表敬訪問
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学
校
給
食
業
務
委
託
業
者
選

定
に
あ
た
り
、
業
務
委
託
希
望

者
３
者
か
ら
の
提
案
で
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
技
術
力
・
内
容
等

を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
給
食

業
務
委
託
業
者
と
し
て
最
も
適

し
て
い
る
業
者
を
株
式
会
社
東

洋
食
品
に
選
考
し
た
も
の
で
、

円
滑
な
決
定
と
答
申
を
尊
重
さ

れ
た
い
。

▲

民
営
化
を
予
定
し
て
い
る

　

給
食
セ
ン
タ
ー

高塚の森・紅葉まつり
　11月３日群馬県林業試験場では今年６回目になる「紅葉まつり」で一般公開

された。針葉樹類・約100種類、広葉樹類・約600種類が、8.75haの場内を彩っ

ている。祭典では、森林探険宝探し・実演コーナー・農林産物販売等、もちろ

ん林業試験場の仕事紹介があって、森の音楽祭では「北小吹奏楽の演奏」が華

を添え、沢山のお客さんが楽しんだ。主題は「木々の葉が色づく森の中で深ま

る秋を見つめよう」と言うことだったが、ちょっと早目の紅葉だった。

　同じ榛東村の中に在って中々試験場の存在すら知らない人達もあって、このような一般開放に家族で参加

を主催者も歓迎している。

　この試験場は私達が安全で快適な生活を送るために森林は大事な役割を果たす事などや、地球の温暖化・

環境エコロジーの流れに公益的機能を総合的に発揮する活動を進

めて、豊かな森を後世に引き継ぐためとか、山村地域の経済支援

のため（きのこ）の人工栽培技術の改良や、傷害鳥救護施設（野

鳥病院）等にも取り組んでいる。つぎに、群馬県指定史跡の「高

塚古墳」として知られ、６世紀後半の特徴ある前方後円墳は昭和

34年に調査が行われ、以来林業試験場の敷地内で保存されている。

　古墳は豪族が死後を過ごす場と考えられ、隣接の長久保古墳群

（現20区）にも17基が存在している（発見された勾玉などは村の

耳飾り館に展示してある）

森林と古墳地を守る
試験場長

髙塚の森音楽祭（北小吹奏楽）

　

最
新
の
「
重
粒
子
線
照
射

装
置
施
設
」
が
群
馬
大
学

に
１
５
０
億
円
で
設
置
さ
れ

た
。
全
国
で
は
１
０
０
万
人

（
男
６
×
女
４
）
が
「
ガ
ン
」

で
死
亡
し
て
い
る
。
身
体
の

中
で
60
兆
も
の
細
胞
が
あ
っ

て
、
こ
の
中
で
若
い
ガ
ン
細

胞
が
モ
ー
レ
ツ
に
細
胞
分
裂

を
起
こ
し
て
、
無
制
限
に
増

え
る
。

　

外
科
医
は
こ
の
細
胞
の
形

を
見
て
手
術
を
す
る
が
、
悪

性
・
良
性
は
形
で
わ
か
る
。

悪
性
の
ガ
ン
は
良
性
の
細
胞

を
痛
め
、
別
の
細
胞
に
転
移

し
て
行
く
。
自
分
で
勝
手

に
増
殖
す
る
の
が
ガ
ン
の
特

徴
だ
が
、
や
っ
つ
け
る
仕
掛

け
も
有
る
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
（
ウ
イ
ル
ス
を
殺
す
細

胞
）、
だ
か
ら
安
心
か
と
言

う
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
ガ

ン
細
胞
は
薬
に
抵
抗
し
て
活

動
す
る
た
め
正
常
な
身
体

も
痩
せ
衰
え
る
。
ガ
ン
細
胞

の
弱
み
を
狙
っ
て
組
織
を
破

壊
す
る
が
、
多
少
の
残
り
で

も
増
殖
す
る
。
今
は
レ
ン
ト

ゲ
ン
が
進
ん
で
Ｃ
Ｔ
や
重
粒

子
線
も
放
射
線
（
強
い
光
）

で
、
喉
頭
ガ
ン
（
風
邪
の
症

状
で
声
が
出
な
い
）
な
ど
は

ガ
ン
マ
ー
線
治
療
で
治
す
。

だ
が
ガ
ン
マ
ー
線
だ
と
身
体

の
皮
膚
を
痛
め
る
が
、
今
は

鼻
か
ら
細
い
管
で
放
射
線
治

療
も
炭
素
イ
オ
ン
を
電
気

で
、
目
的
の
ガ
ン
細
胞
の
み

で
照
射
は
30
秒
で
終
わ
る
た

め
通
院
で
済
む
。
こ
れ
以
上

の
「
重
粒
子
線
治
療
装
置
」

を
群
大
で
は
設
置
。
こ
れ
は

日
本
で
最
初
だ
が
室
内
プ
ー

ル
程
の
大
き
さ
で
、
税
金
で

建
設
し
た
が
活
動
費
は
今
募

金
で
賄
っ
て
い
る
。
権
威
の

あ
る
先
生
の
話
に
会
場
が
静

ま
り
返
っ
て
聞
き
入
っ
た
が
、

最
後
に
記
憶
し
た
い
の
は
、

１
．
ガ
ン
の
病
巣
に
だ
け
照

射
し
効
果
。
２
．
一
般
の
放

射
線
が
効
か
な
い
ガ
ン
に
も

効
く
。３
．短
期
間
で
治
せ
る
。

最
先
端
治
療
で
も
分
か
り
や

す
い
講
演
だ
っ
た
。

「
切
ら
ず
に
」
治
す
ガ
ン
治
療

群
大
学
長　

鈴
木　

守
氏
の
講
演
か
ら
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北
緯
37
度
に
位
置
す
る
「
棚

倉
町
」
は
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン

ト
ン
・
隣
の
韓
国
ソ
ウ
ル
と
、

魅
力
的
な
都
市
が
多
い
し
、
歴

史
的
に
は
１
万
年
以
前
か
ら
生

活
を
営
ん
で
い
た
形
跡
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。

（
た
な
ぐ
ら
）
の
地
名
は
弘
法

大
師
（
８
０
７
年
）
が
東
北
行

脚
の
途
中
に
、
悪ジ

ャ
キ鬼

を
調
伏
祈

願
し
て
、
光
と
風
が
語
ら
う

「
充
実
空
間
」
を
意
味
す
る
と

伝
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

地
域
開
発
の
経
緯
が
見
ご
と

で
、
城
下
町
を
保
存
し
重
点
施

策
の
第
一
に
雇
用
の
場
を
確
保

し
、
定
住
化
を
推
進
す
る
た
め

企
業
誘
致
を
展
開
。
若
者
に
魅

力
あ
る
職
場
と
生
活
基
盤
の
住

宅
を
提
供
し
て
き
た
。
バ
ブ
ル

経
済
の
最
中
、
日
本
を
代
表
す

る
ト
ッ
プ
企
業
３
社
を
軸
に
付

随
す
る
事
業
所
が
60
社
ほ
ど
誘

致
で
き
た
こ
と
で
、
自
然
環
境

を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
社
会
基

盤
の
整
備
も
進
め
、
快
適
で
安

心
で
き
る
１
万
５
千
人
の
町
に

な
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な

成
果
を
得
ら
れ
た
背
景
に
は
町

出
身
の
「
東
京
棚
倉
会
」
が
積

極
的
に
協
力
で
き
る
下
地
が

棚倉町役場を訪問

あ
っ
た
り
、
当
時
の
町
長
は
６

期
目
の
信
頼
あ
る
政
治
家
だ
っ

た
こ
と
で
、
町
民
の
支
持
の
深

い
女
性
町
長
だ
っ
た
。

　

次
世
代
の
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、
保
育
園
は
社
会
福
祉

法
人
・
榛
東
は
民
営
。
幼
稚
園

は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
が
、

保
育
料
の
未
納
は
０
％
・
榛
東

は
３
％
と
の
差
が
あ
り
、
滞
納

者
等
へ
の
徴
収
手
段
に
も
土
地

柄
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
少

子
化
対
策
に
よ
る
子
供
の
医
療

費
無
料
化
で
は
来
年
４
月
か
ら

15
歳
（
中
３
）
ま
で
無
料
化
・

榛
東
も
３
月
定
例
に
提
案
し
同

じ
よ
う
に
無
料
化
の
予
定
。

　

学
童
保
育
で
の
違
い
は
職
員

の
定
着
に
差
が
あ
っ
て
、
嘱
託

と
し
て
の
身
分
で
20
％
余
り
優

遇
さ
れ
退
職
者
は
い
な
い
。
こ

の
点
で
は
村
も
参
考
に
し
長
く

勤
め
て
頂
け
る
よ
う
配
慮
が
必

要
だ
と
思
う
。

　

町
の
中
心
部
は
城
下
町
だ

が
、
周
辺
を
小
高
い
山
に
囲
ま

れ
た
盆
地
の
中
、
久
慈
川
の
清

流
に
沿
っ
て
な
だ
ら
か
な
地
形

を
利
用
し
た
「
健
康
テ
ー
マ

パ
ー
ク
・
リ
ゾ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
」
は
全
国
で
も
数
少
な

い
総
合
施
設
と
し
て
、
県
内
外

を
問
わ
な
い
利
用
者
で
賑
わ
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
発
祥
の
地
ギ
リ
シ
ャ
で

北
緯
37
度
に
位
置
す
る
「
ス
パ

ル
タ
市
」
と
友
好
都
市
提
携

し
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時
代
の
白

い
建
物
群
は
ギ
リ
シ
ャ
建
築
を

モ
チ
ー
フ
に
作
ら
れ
た
広
大

な
施
設
。
あ
ら
ゆ
る
体
育
施

設
か
ら
ク
ワ
ハ
ウ
ス
・
宿
泊

（
５
０
０
名
）
施
設
ま
で
、
当

時
の
女
性
町
長
が
77
億
８
千
万

円
の
借
金
で
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

棚
倉
」
の
施
設
を
整
備
し
た

が
、
数
年
前
に
そ
の
返
済
は
終

わ
り
現
在
は
施
設
運
営
等
を
第

３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
50
％
行

政
出
資
で
事
業
活
動
し
年
間

１
億
４
千
万
円
程
度
、
町
財
政

に
利
益
配
当
さ
れ
て
い
る
。（
土

日
等
は
こ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
が
大
変
な
賑
わ
い
と
な
る
）

　

一
時
期
（
バ
ブ
ル
時
代
）
国
・

地
方
を
問
わ
ず
湯
水
の
よ
う
に

公
金
が
流
用
さ
れ
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
産
物
か
と
想
像
し
て
い

た
が
、
さ
に
あ
ら
ず
町
で
は
、

企
業
誘
致
に
よ
っ
て
６
千
人
の

雇
用
を
生
み
出
し
「
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
棚
倉
」
の
施
設
で
も
ス

ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

含
む
９
０
０
人
の
人
達
が
働
い

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
失
業
者
は

な
く
、
近
隣
町
村
か
ら
も
大

勢
の
雇
用
が

な
さ
れ
て
い

る
。

　

水
戸
市
か

ら

郡

山

市

ま

で

水

郡

線
（
ロ
ー
カ

ル
）
の
中
間

で
古
い
文
化

と
風
土
の
中

で
、
新
し
い

町
づ
く
り
に

取
り
組
み
、

こ
の
結
果
を

成
し
得
た
の

は
何
か
？
積

極
的
な
住
民

参
加
そ
の
一

つ
に
定
例
議

会
に
傍
聴
者
が
50
人
の
満
席
と

な
り
、議
員
定
数
は
16
名
だ
が
、

平
均
年
齢
43
歳
の
若
さ
で
議
論

は
白
熱
し
見
応
え
の
あ
る
議
会

と
の
説
明
が
あ
っ
て
、
こ
の
町

の
政
策
指
針
の
成
功
が
頷

ウ
ナ
ズ

け

る
。

　

私
達
の
研
修
目
的
は
地
域
の

発
展
や
次
の
世
代
を
任
せ
る
青

少
年
に
、
ど
の
よ
う
な
「
充
実

空
間
」を
準
備
で
き
る
の
か
で
、

こ
の
町
の
行
政
視
察
か
ら
議
員

と
し
て
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
く
、

今
後
の
議
論
に
役
立
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
研
修
と
な
っ
た
。

熱心に先進地の研修を
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例
年
に
習
っ
て
２
人
の
講
師

に
よ
る
研
鑽
が
行
わ
れ
た
。
福

田
元
総
理
退
陣
後
、
麻
生
内
閣

に
よ
っ
て
分
権
改
革
や
道
州
制

は
ど
う
な
る
。
町
村
の
危
機
を

ど
う
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
松
本
克

員
が
田
舎
に
選
挙
区
が
有
っ

て
、生
活
は
東
京
で
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
正
し
い
民
主
主
義

夫
先
生
は
、
小
泉
内
閣
時
代
８

０
０
兆
円
の
借
金
を
し
た
事

で
、
国
民
生
活
が
豊
か
に
な
る

事
を
望
ん
で
い
た
が
分
権
改
革

は
成
功
し
て
い
な
い
、
国
と
地

方
の
間
の
政
治
戦
略
も
失
敗
し

て
い
る
。

　

い
っ
た

い
８
０
０

兆
円
の
責

任
を
自
民

党
は
誰
に

な
す
り
つ

け

た

の

か
、
そ
の

結
果
い
ま

地
方
は
苦

し
ん
で
い

る
。
三
位

一
体
を
う

た
っ
た
分

権
改
革
が

中
断
し
て

の
政
治
に
は
な
り
に
く
い
。
議

会
は
広
場
・
せ
め
て
群
馬
の
地

方
議
会
は
執
行
の
プ
ロ
セ
ス
に

い
る
中
、
税
財
源
の
改
革
を
除

き
地
方
に
必
要
な
権
限
移
譲
な

ど
は
解
散
選
挙
ま
で
様
子
見
で

良
い
の
か
。

　

道
州
制
基
本
法
の
制
定
を
麻

生
政
権
は
選
挙
の
結
果
で
ど
う

す
る
、
自
民
党
の
政
治
家
に
は

発
言
し
や
す
い
意
味
の
な
い
論

議
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今

言
わ
れ
て
い
る
道
州
制
の
単
位

は
人
口
１
千
万
人
位
、
こ
ん
な

大
き
な
自
治
体
を
統
率
で
き
る

の
か
、
自
治
と
言
え
る
か
。
日

本
列
島
で
は
村
が
消
え
町
が
壊

れ
、中
山
間
地
は
「
限
界
集
落
」

と
な
り
一
方
地
方
都
市
は
中
心

部
の
空
洞
化
が
進
ん
で
く
る
。

　

平
成
の
大
合
併
も
半
数
の
住

民
は
評
価
し
て
い
な
い
、
民
主

主
義
の
良
い
と
こ
ろ
は
ト
ッ
プ

を
リ
コ
ー
ル
で
き
る
単
位
だ

し
、
命
や
心
を
豊
か
に
す
る
の

が
地
域
社
会
で
、
町
村
と
言
う

物
差
し
か
ら
道
州
制
は
矛
盾
し

て
い
る
。「
物
は
豊
か
に
な
っ

た
が
、
心
は
貧
し
く
な
っ
た
」

政
治
家
の
悪
化
も
、
２
代
目
議

議
論
を
深
め
る
場
に
せ
よ
と
の

苦
言
を
残
し
た
。

「
地
方
自
治
の
改
革
は
進
ま
な
い
」

講
師　

松
本　

克
夫　

氏

「
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
日
本
の
行
方
は
」

講
師　

森
田　

実　

氏

地方自治の改革について講演を

　

テ
レ
ビ
で
馴
染
み
の
あ
る
評

論
家
の
森
田
実
先
生
は
「
40
年

も
政
治
評
論
の
旅
を
し
て
い
る
。

も
し
か
し
て
奥
の
細
道
の
松
尾

芭
蕉
よ
り
多
い
」
と
う
そ
ぶ
く
。

マ
ス
コ
ミ
は
思
い
込
み
が
激
し
い

が
今
度
は
１
３
０
の
選
挙
区
で

自
民
党
は
ま
ず
い
。
昭
和
27
年
、

吉
田
茂
総
理
が
一
方
的
に
解
散

し
た
が
、
相
手
が
不
利
な
状
況

の
時
に
行
う
の
が
よ
い
。
民
主
党

は
今
解
散
な
ら
何
で
も
同
意
す

る
と
言
い
、
一
方
で
は
時
に
よ
っ

て
選
挙
は
個
人
破
産
す
る
人
も

い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
企
業
が
危
な

い
た
め
広
告
を
控
え
て
い
る
、
マ

ス
コ
ミ
も
広
告
で
動
く
が
選
挙

に
広
告
費
を
使
わ
な
い
党
は
負

け
る
と
言
う
。

　

ア
メ
リ
カ
は
金
融
危
機
で

26
兆
円
出
し
た
。
企
業
を
救
わ

な
い
と
国
民
生
活
が
成
り
立
た

な
い
理
由
が
あ
る
。
今
度
の
リ
ー

マ
ン
問
題
で
ア
メ
リ
カ
に
世
界

の
金
が
集
ま
っ
た
が
、
今
回
は

大
統
領
が
切
腹
し
て
も
納
ま
ら

な
い
。
一
局
集
中
の
代
表
が
東
京

で
大
き
く
な
っ
て
喜
ぶ
の
は
石
原

知
事
だ
け
だ
っ
た
が
、
企
業
の

倒
産
に
よ
り
東
京
が
困
れ
ば
ア

メ
リ
カ
が
病
気
に
な
り
、
中
国

や
イ
ン
ド
も
発
展
が
止
ま
っ
て

し
ま
う
、
こ
の
世
界
の
不
況
を
助

け
る
の
は
国
連
し
か
な
い
、
大
き

な
政
府
は
危
な
い
と
い
う
見
本
。

　

対
照
に
ロ
シ
ア
は
国
家
主
義

を
表
明
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス

は
警
戒
し
て
い
る
し
今

度
の
金
融
騒
ぎ
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
政
局
は
大
き

く
変
わ
り
そ
う
。
小
さ

な
政
府
で
軍
隊
と
社
会

政
策
に
重
点
を
置
き
ア

メ
リ
カ
の
今
を
見
て
、

大
き
な
政
府
で
世
界
を

動
か
す
ア
メ
リ
カ
に
資

金
が
集
中
し
た
こ
と
が

原
因
だ
と
し
、
資
本
主

義
の
あ
り
方
を
変
え
る

方
向
に
な
ろ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
の
自
由
主

義
で
育
っ
た
国
民
は
い
つ
も
子
分

を
持
た
な
い
と
不
安
で
、
軍
事

産
業
で
発
展
し
日
本
を
パ
ー
ト

ナ
ー
に
成
長
し
た
こ
と
や
、
戦

後
ア
メ
リ
カ
の
言
う
事
を
聞
か

さ
れ
て
き
た
事
を
日
本
の
政
治

家
は
外
交
に
利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
今

だ
。

　

「
暴
走
す
る
ア
メ
リ
カ
の
資

本
主
義
を
防
ご
う
」
と
会
場
の

皆
さ
ん
に
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

考
え
を
変
え
て
欲
し
い
と
現
状

を
訴
え
講
演
を
結
ん
だ
。

町村議会の議員研修（吉岡文化センター）




